






























【別紙様式 8】  
＊課題番号  総08・014  

注：課題番号を記入してください。  

平成20年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成22年4月28日  
日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名  池田  稔  

所属・資格  医学部・教授  

下記のとおり提出いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  
一般研究（個人研究）／一般研究（共同研究）／  1 種 目   総合研究   

2 研究課題  

味覚障害の新しい診断方法（ScReP）の開発とその応用  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者   

池田 稔  

・研究分担者（役割分担）   

国分眞一朗 （患者選定、遺伝子発現判定）   
高尾恭一   （組織調整、RTPCR）   

小池文彦  （味覚検査、組織採取、結果判定）   
小池一喜  （患者選定、心理ストレス判定、結果判定）   

熊谷日登美 （健常ボランティアの選定および遺伝子発現の検討）   

高尾哲也   （昭和女子大における検討全般）  

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発表者名  発表テーマ  発表年月  

小池 文彦，高尾 恭一，  

池田 稔高尾 哲也他7名  
食物摂取と味覚受容体発現との関連  第63回日本栄養・食糧学会大会  

2009年5月  

小池 一亀他6名  心理ストレス強度と唾液分泌の関係について  
2009年6月  

亜鉛欠乏ラットの有郭乳頭における味覚受容体遺  

伝子の発現  
2009年7月  

食物摂取状況と  小池 二幻象高尾 恭「熊谷  

日登芙，高尾 哲也他5名  

43回日本味と匂学会  
2009年9月  

第43回日本味  高尾 哲也，熊谷 日登美，  hTAS2Rs発現性に係わる食品摂取因子の解析  2009年9月  
小池文政高尾  

高尾 恭「国分 眞一「朗  ヒトの葉状乳頭における味覚受容体発現を利用し  

た新しい味覚検査法  

第20回日  
2010年1月  

5 著書・雑誌論文 席書・雑誌・抜き刷り等を添付してくださしヽコピ・－－の場合は掲載されたことが客観的にわかるものを添付してください。）  

出版社・発行所  著者・執筆者  著書名・雑誌名／論文名   

第82巻  
・第2号  

耳鼻咽喉科・頭頸部外科／シリーズ知っておきたい生  

理・病態の基礎2．味覚の生理とその障害の病態  
医学書院  2010年2月   池田 稔，他3名  

※ホームページ等での公開の㊦・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は・理由書を添付して下さい。   



［成果物8－2］   



【別紙様式 8】  
＊課題番号  総08－015  

注：課題番号を記入してください。  

平成20年度 学術研究助成金成果物報告書  

平成22年3月31日  

日 本 大 学 総 長  殿  

氏  名   

所属・資格  

三俣 昌子  

医学部・教授  

下記のとおり提出いたします。  

注：該当する種目を○で囲んでください。  一般研究（個人研究）／一般研究（共同研究）／  1 種 目   総合研究   

2 研究課題  

血管病発症・阻止機構に関わる血流下内皮細胞発現因子の網羅的解析とその相互作用  

3 研究組織（共同研究・総合研究のみ該当します）  

・研究代表者  

＼ノ三俣 昌子  

・研究分担者（役割分担）   

ソ江角 眞理子（網羅的遺伝子・蛋白解析）   
V楠美 嘉晃 （遺伝子・蛋白の局在、内皮増殖・単球接着実験）  
J安孫子 宜光（網羅的遺伝子・蛋白解析と機能的ネットワーク解析）   

＞山本 樹生 （妊娠高血圧症候群の内皮機能異常と医療への応用）  
J松本 太郎 （再生医療への応用）  
＼ィ福田 昇   （再生医療への応用）  

4 学会発表等（要旨集の抜き刷り．発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。）  

発表者名  学会名  発表テーマ  発表年月  

第13回血管病理研究会  乱流と層流負荷下における内皮細胞の増  
殖と単球接着の関連についての検討  

安孫子宜光 江角眞哩子，  
楠美 嘉晃，松本 太郎  2008年10月  

福田免三俣 昌孟  
、ぬshimitsuAbiko，＞Yoshiaki  

m皿mi，＼／貼1」札血ぬ＞褒m  
Mat乱ITDtO，UMarikoEstmi，  

JlbtsuoYaITmr）tO，Masako  

／MitsしⅡ伯ta，etal．  

The 14th Meeting on 
Thrombosis＆Rheology  

Correlation of endothelial  
proliferation with monocyte adhesion  
under laminar or disturbed shear stress 2009年3月  

CORRELATION OF ENDOTHELIAL  

PROLIFERATION WITH MONOCYTE ADHESION  

UNDER LAMINAR OR DISTURBED SHEAR STRESS  

Y Abiko，N Fukuda，  
T Matsumoto，  
M Mitsumata，et al．  

ⅩⅤInternationalSymposium  

on Atherosclerosis  2009年6月  

5 著書・雑誌論文（著書・雑誌・抜き刷り等をき封寸してください。コピ」－－の場合は掲載されたことが客観的にわかるものを添付してください。）  

著書名・雑誌名／論文名  著者・執筆者   出版社・発行所  

※ホームページ等での公開の㊦・否）いずれかを○で囲んでください。否の場合は・理由書を添付して下さい0   



［成果物8－2］   



【別紙様式� 8 】
*課題番号

注:課題番号を記入してください。

平成 2 0 年度 学術研究助成金成果物報告書

平成� 22 年� 5 月� 31 日

日本大学総長殿

氏 名岡田明子�  ⑮ 
所属・資格 歯学部・専任講師

下記のとおり提出いたします。

|一般研究(個人研究) / 一般研究(共同研究)� / 総の究�  注:該当する種目をOで囲んでください。� 
1 種目|�  

2 研究課題

片頭痛に随伴する光過敏発症における三叉神経脊髄路核ニューロ ンの関与

3 研究組織(共同研究・総合研究のみ該当します)

-研究代表者

岡 田明 子(I日性;小川)

・研究分担者(役割分担)

今村佳樹組織学的検討(免疫組織染色)

岩田幸一 モデ、ルの作製、電気生理学的検討

坪井美行組織学的検討(免疫組織染色)

近藤~啓組織学的検討(免疫組織染色)
草間貞 薬物注入後の行動解析

4 学会発表等 (要旨集の抜き刷り，発表原稿のコピー等及び発表したことがわかるものを添付してください。)

発表者名� | 学会名 発表テーマ 発表年月

小川明子、今村佳樹、|第� 30 回日本痔痛学会 片頭痛モデルラットの光刺激により三文神経脊� I2008.7. 19-20 
岩田幸一� 

髄路核に発現する� pERK 陽性細胞の分布様式
小川|明子、与村佳樹、|第� 60 回日栄夫 学歯学会|片頭痛モデルラットの光制面により三叉神経脊� '
岩田幸一 |総会・学術大会 |髄路核に発現する  phosphorylated 

extracellular singnal-regulated kinase 
(pERK)陽性細胞の分布様式� 

206S :... 5:.i i..

fi2 t congress .. ~~T . 刊h10Sii 恥rld . p加 h加叩凶pU.... 旧1Of)1'-
ica I cor d neurons刊川e印pe仰叩� 

.. ...Ogawa KoTchl 
油� 

Akli<o
，aIwat 旬� Yos hiki Ipa in Ikinase (pERK) in up 釘rc 民剖� spinal ∞吋� 

Imamur Ifollowing photic stiml 山 tion in rats 'model with悶a 
..........uu............. J


岡画明子、加茂博壬，第 23 回日本口腔診
..

断
..

片頭痛に随伴する光過敏症発症に対する上部頚� ¥"""2010 :5:29 =30...	学 |
今村佳樹 |会	 |髄ニューロ ンの関与� 

....L illl 忠rame

5 著書 ・雑誌論文 曙書・孝信志・扱き開IJ り等を添付してください。コピーの場合財局載されたこと縄観的にわかるものを添付してください。)

著者・執筆者� | 著書名・雑誌名/論文名 |巻・号| 年月� | 出版社・発行所� 

Okada-OgawaA ，Suzuki 
1，Sessle BJ ，Chiang CY ， 

The Journal of Neuroscience/ Astroglia in 29(36)
Salter M W ，Dostrovsky 

Medullary Dorsal Horn (Trigeminal Spinal
JO ，Tsuboi Y ，Iくondo M ， 

2009 年� The Society for 

Kitagawa J，Kobayashi 
Subnucleus Caudalis) Are Involved in 11161 9 月� Neuroscience 

A ，Noma N ，Imamura Y ， 
Trigeminal Neuropathic Pain Mechanisms. -11171 

Iwata K. 

The Journal of Comparative Neurology / 

Hind-Limb Paraparesis in a Rat Model for 518 / 6 I
 江� 

Tadashi Kusama et al. 	 Neurolathyrism Associated With Apoptosis 
I2010 年� 

Wiley- Liss 
and an Impaired Vascular Endothelial 928-942 

3 月� 

Growth Factor System in the Spinal Cord 

※ホームページ等での公開の⑦否) いずれ悦O で囲んでください。否の場合は1 白書を添付吋さい。



6 その他の発表

新聞掲載

発表/掲載者名 新聞名 (朝干Ij.夕刊) 掲載年月日

その他(ビデオ， CD ，シナリオ，写真，舞台等)

氏名 提出物 内容 数量  

7 その他の成果 (下記のような成果があれば記入してください。)

(知的財産権の取得)

(外部資金の獲得)

(他の研究への発展)

(その他)
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